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まえがき 

 
 

中央新幹線については、全国新幹線鉄道整備法（昭和45年5月18日法律第71号）に基づき、平

成23年5月に、国土交通大臣が、東海旅客鉄道株式会社（以下、「当社」という。）を営業主体

及び建設主体に指名し、整備計画を決定のうえ、当社に対して建設の指示を行った。これを受

けて、当社は、まずは第一段階として計画を推進する東京都・名古屋市間について、環境影響

評価を実施し、静岡県内においては「中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価書【静

岡県】（平成26年8月）」（以下、「評価書」という。）をとりまとめ、平成26年10月17日に工

事実施計画（その１）の認可を受けた。その後、静岡県環境影響評価条例に基づき、「「中央

新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価書【静岡県】平成26年8月」に基づく事後調査計画

書」（以下、「事後調査計画書」という。）をとりまとめ、平成26年11月4日に静岡県知事及び

静岡市長へ送付した。 

その後、当社では大井川水資源検討委員会を設置し、この委員会で確認された内容に基づき、

環境保全措置を具体化したものとして導水路トンネルを計画することとした。また、導水路ト

ンネルを計画したことを踏まえ、既存の改変された土地であり、また地元井川地区からの要望

でもある剃石付近を発生土置き場の計画地として検討することとした。 

さらに、評価書において計画地として示した発生土置き場について、環境保全措置を具体化

したものとして、扇沢源頭部の発生土置き場を回避し、燕沢付近の発生土置き場を中心とする

計画とした。これに伴い、評価書において環境保全措置として設置することとしていた工事用

道路（トンネル）について、燕沢付近の発生土置き場を中心に運搬可能なルート計画とした。 

本報告は、導水路トンネル及び工事用道路（トンネル）について、環境保全措置の内容をよ

り詳細なものにする必要があると認められることから調査及び影響検討を事後調査として実施

し、また、剃石付近の発生土置き場について、環境への影響が考えられる付帯施設であること

から、事後調査計画書に対する静岡県知事意見等を踏まえて調査及び影響検討を事後調査とし

て実施したため、その結果について事後調査報告書として取りまとめたものである。 
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